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あ　と　が　き

この一年間、世界中が新型コロナウィルス蔓延への対応で明け暮れました。日本で急
速に感染が広まり始めたのが 2020 年の 2月末ごろでした。本会でも、まことに残念な
がら、3月初旬に予定していた和田章男教授・岩根久教授退職記念講演会と同懇親会は
9月に延期、その後無期延期といたしました。人が集まる多くのイベントは中止かオン
ライン開催への移行が一般的になり、本会と関係の深い行事だと、日本フランス語フラ
ンス文学会春季大会（5月）は中止となり、同秋季大会（10 月）と同関西支部大会（11
月）はオンラインにて開催されました。新年に入り再び感染が拡大し、本会恒例の 3月
の研究会もオンラインやむなしかと一旦は観念したのですが、本会役員のみなさんと相
談した結果、思い切って研究会・予餞会を規模を縮小して対面で開催し、会場の模様を
オンライン中継することにしました。本号刊行日がその当日ですが、うまく実施できる
ことを願っています。
さて、今号では、ともに 2019 年に亡くなられた大高順雄先生と髙岡幸一先生への追
悼文を数篇ずつ掲載しています。ご寄稿いただいた会員のみなさまに御礼申し上げます
とともに、あらためて両先生に心からの哀悼の意を表します。
また、本年 4月 1日付けで、本学フランス文学研究室に平光文

あやの

乃さんが助教として着
任されることをお知らせします。新年度からさっそくご専門のプルーストについての講
義を担当され、本会の運営にも携わっていただくことになります。
最後に、第 31 号から毎号本誌の装幀を担当してくださっていた辻村紀子さんから、
先号をもって引退されるとのお申し出がありました。辻村さんのこれまでのご厚意に衷
心より感謝申し上げます。ただ、今後も表紙の図柄の使用は許可してくださるとのこと
ですので、お言葉に甘え、また奥付欄のお名前も続けて掲載させていただこうと思いま
す（本号以後、表紙の用紙と色は編集委員が選定します）。
末筆ながら、執筆者のみなさま、本号の編集にご尽力いただいた教員・学生の役員各
位に感謝申し上げます。また、会員諸兄姉におかれましては、ますますのご健勝を祈念
いたします。

（山上　浩嗣）
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